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2020年6月29日(月)16:00～18:00
（ウェビナーによるリアルタイム配信）
メイン会場：福島大学食農学類 研究棟1階

『みらいホール』

主催：復興農学会準備会（大会委員長：新田洋司福島大学食農学類教授 nittay@agri.fukushima-u.ac.jp）
※「復興農学会準備会」は、東日本大震災・原子力災害の被災地において農林水産業の復興活動を展開してきた
農業者・研究者・実務家の有志らが「復興農学会」としての組織化により、当該被災地のみならず、今後、国
内・外で起こりうる災害・公害も視野に入れ、持続可能で復興に資する取組みを目指す農学の体系化と実践を
目指すネットワークです。本シンポジウムは、事前登録をして頂くことで、どなたでもご参加いただけます。

復興農学会
設立記念シンポジウム

https://forms.gle/kv2dpYZKaWhHVBXw8
ウェビナーによる生配信につき、事前にご登録ください。
プログラム詳細は、こちらもご覧ください。

・基調講演：武田信敏 様（福島県農業総合センター 所長）
『福島県の農業復興 －これまで と これから－』

・趣旨説明：生源寺眞一（福島大学食農学類長/教授）
・テーマ討論：復興農学会は何を目指すのか？

進行 新田洋司（福島大学食農学類教授）



①ウェビナーによるシンポジウムを開催

〇事前登録数：160アカウント
〇瞬間最高視聴台数：131台
〇福島大会場(みらいホール)参加者数：40人

②ウェビナーによる開催 ☞学会運営の新しい可能性が見えた！
〇告知期間が3週間程度であったにも関わらず、
想定以上の参加者があった
☜移動を伴わず、時間・費用の点で参加者の負担が少ない
〇シンポジウムの内容をアーカイブスすることで、
後からもコンテンツを確認する事ができる
（コロナ渦後も有効な）学会運営の新しい形が見えた！

③運営上の課題 ☞今後も試行錯誤を重ね・改善をしてゆく
△運営者・参加者とも、経験が乏しく、不慣れな点も多数あった
△技術的な習熟とコンテンツ作成の工夫が必要
△参加者のリアルタイムな反響を運営者側が知る仕組みが必要

少なくとも170人以上の
参加者があった





『復興農学会』
福島大学メイン会場
の様子

「復興農学会準備会」の総会を開催
・復興農学会の正式発足を確認
・会則を承認
・学会長に生源寺眞一氏（福島大学食農学類教授）を選定



『復興農学会』の今後の活動
①福島の農業復興に加え、各種自然災害・公害
を視野に入れた産学官民を模索
②今年度中に「日本農学会」「日本学術会議」
への学協会登録の申請を進める
☞他学会との連携を模索

③被災地からの現地報告集会を継続的に開催
☞ウェビナーを活用し、国内外に配信

④共同研究・実践の企画、学会誌の創刊
⑤大学を横断した教育プログラムの開発と提供
他、多数企画中


